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1 .はじめに
藻場は水産業，沿岸域環境，生態系などにとっ
て極めて重要な場である.近年，人為的，生態的
要悶により藻場の減少が全屈で報告されており，
国，県においても藻場再生事業が計調・実施され
ている九日本の高度成長期から近年まで，防波
堤の建設・港内の樫め立て・干拓事業等により，
水深20m程度までに分布する藻場は，これらの下
敷きとなって消滅するケ…スが随分と見られた.
さらに近年では，漁獲高の減少，沿岸環境の悪化，
ウニの養殖・放流等による餌料の減少等，様々な
開題が発生しているの.
このような背景から，現在，藻場は主に割若の
マウンド法成によって築造されている.天然石は，
素材としては耐久性・経済性・施工性に優れた材
料と考えられる.また，各種人工材料としてコン
クリート二次製品，縞材，ワイヤー，ポ…ラスコ
ンクリ…トを使ってユニット化したもの等様々な
ものが考案されている3)が，それぞれ長所と短所
を有しており，特性に応じた適用が必要で、ある.
人工材料には生物親和性が低く，藻の活藩が悪い
ものもあるようである.
一方，鹿棄物問題も大きな社会・環境問題であ
る.容器包装の有色ガラスや建設廃材の板ガラス
等の斑ガラスは再利用が困難であり，樫立処分や
ガラス原料としての再資源化の問題があるため，
有効利用が望まれている.ガラスの組成が自然の
砂の組成に類似していることから，今のところ廃
ガラスをカレット状にして人工砂やインターロッ
キングブロック等に骨材として利用する程度であ
る.そこで，廃ガラスの有効利用拡大のために，
発泡廃ガラス(以下FWG)が開発された.発泡
廃ガラス自体は決して新しい材料で、はなく，抱ガ
ラスや発泡ガラスと呼ばれ産業分野では断熱材と
して広く使われていた.近年では発泡廃ガラスの
新たな用途として建設材料がある.筆者らは建設
分野への有効利用として，環境緑化工法・環境土
木工法・水環境工法を提案し，各種工法(ミラク
jレソル工法)をすでに活用している4)
特に水環境工法では，発泡廃ガラスが持つ多孔
質で，単位体積あたりの浄化面積が多いという特
徴を利用し，河川・湖沼等の水質浄化へ用途を拡
大している5，6)
本研究では，発泡廃ガラスの特徴である多孔費
という利点を権藻胞子の靖生に利用し，藻場再生
のための基盤材としての効果を検討したものであ
る.さらに，漁場の整備造成，沿岸域の多様な環
境再生および廃棄物問題の解決に寄与できるもの
と考えている.
2.比較実験
(1) 現地実験(平成14年， 15年)
託手藻の着生基盤材としての発泡鹿ガラスの有効
性を確認するために，セメントボードに発泡鹿ガ
ラスを接著した簡型供試体 (80mmX 80mm X 500mm， 
以下FWG体①)とセメントボードを4枚組合せ
た筒型供試体(80醐 X80mm X 500mm，以下CB体)
とU形ブロックに発泡廃ガラスを接藩した供試体
(240mm X 240mm X 600mm， FWG体②)を佐賀県唐
津市小友漁港内に設置した(臨時 1，写真由 1). 
FWG体①， CB体を設寵した (H14. 8)笛所
は，既存する岩礁性海藻類(概ねホンダワラ類)
が分布する潮間情(平均水深 1~2m程度)で，
大潮干潮時では水深Om付近で、ある.FWG体②
を設霞した (H14.12)簡所は， I司漁港内でi斬深
帯(平均水深5~lOm) である. FWG体①， CB 
体については，発泡廃ガラスの有効性， FWG体
②については形状の有効性(~詩集性・隠れ場機能
性等)について検証するために，崩辺種による供
試体への付着速度・ f寸藷量等を観察した.
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図叩 1 小友漁港内設t~tiなf{ì:
写3事-1 筒丞1供討:1本(t子)と U~~供試f本(右)
写真由 2 H14.1O観社liJ(2ヵ月後)
FWG体①(1:i::)(多数の幼芽)， CB体(お)(少ない幼芽)
FWG体①， CB体の設設後のj毎藻の付藷状況
を写真-2"'6に示す.設置2ヵ丹後(H14.10) 
の写真-2では， FWG体①の FWGの気孔に多数
の幼芽が見られるのに対し， CB体の方は何も見
られない.設寵4ヵ月後 (H14.12)の写真“3
では， FWGに緑藻・掲藻類が増えている.CB 
体には紅藻類が増えている.設置6ヵ月後 (H15.
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2 )の写真-4では FWG体①に緑藻類の繁茂(1
~ 2 cm)が自立ち始めているのに対し， CB体の
方は紅藻類が衰退していることが分かる.その傾
向は設置l年8ヵ月後 (H16. 4)の写真由 5，
設置2年7ヵ月後 (H17. 3)の写真-6でも見
られ，特に写真-6では CB体に巻貝が付若して
いた.初期の CB体は，セメントボード表面から
写塁審ー 3 H14.12綴泌(4ヵ月後)
FWG体①(左)(総深・褐若菜類)， CB~本(右)(紅諜類)
写認-4 H15. 2観測(6ヵ月後)
FWG 14c①(友)(総務類)， CB体(お)(紅i菜類の表退)
写奥山 5 H16.4鋭iJ!U( 1 年8ヵ月後)
FWG 休①(下)， CB 体(J:J
アルカリ分が溶出して発芽に影響を及ぼしたもの
と考えられ 3年ほど経過した CB体での藻類の
衰退は，発芽したばかりの幼芽を巻貝が摂解して
いるものと考えられる.それに対し FWG体①の
FWG部分には緑藻類が見られ，貝類による摂餌
の影響を受けていないことが分かった.また，観
写誕-6 H17.3綴測(2年7ヵ月後)
FWG 体①(下)(海藻類の繁茂)， CB体(ヒ)(海深類の笈退)
測期間を通じて， FWG 体①の方は海藻類の繁茂
が著しいためか，小エピ等の水棲動物が多く生怠
していた.
次にi斬深帯(平均水深5~lOm) に設置した
FWG体②(写真7)は 5ヵ丹後にはアラメの
幼体，フクロノリ，アメブラシの卵等が着生して
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写真 7 Hl6.4観測(5ヵ丹後)
アラメの幼体・フクロノリ等の経企([(:)，アメブラシの卵(お)
表-1 飼育条件
培養水槽 300Lポ1)カ ボネイト水槽
使用海水 1μmフィルターろ過海水
水 1晶 18. 8~21. 7"C 
自白 明 3，000lux (培養水面)， 24時間点灯
f灸 7j( 7~8 日に 1 阻， 50%量を換水
写真一8 子淡路:
いることが観測された.また， U型の形状をした
内慨には，光が届かないためか海藻類の着生は見
られなかった.
これらのことから発泡廃ガラスを装着した基盤
材は，出凸のないセメントボード基盤材よりも海
藻類の着生が良く，それに伴い小型水棲動物の生
患を促すことが分かった.
(2) 室内実験(平成16年)
現地実験では，発抱廃ガラスとセメントボード
との比較実験を行ったが，吏なる着生基盤材の影
響を見るために，基盤材を発泡鹿ガラス，コンク
リートブロック，海岸にある自然石，および実際
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写3忍9 ~験装i設
の藻場造成で使用されている唐津市浦の玄武岩を
徳用し，比較実験を行った.実験対象とする海藻
は，藻場造成の有用種であるアラメとした.11月
に成熟したアラメ母諜を採取し，子義斑を持つ葉
状部のみを切り取り(写真由 8)，スポンジで表面
を軽くこすって汚れを落とした後，遊走うこを放出
しやすいように2時間程度千出させ，再び、海水に
して遊走子を放出させた.実験装置は，ポ1):カ
ボネイト水槽に300Lのろ過滞:水を入れ，中央部
にエアーストーン 1倒，底部には各碁盤材を放射
状に配置したものとし，アラメの遊走子を添加し
た.24時間後にそれぞれの基盤材を別水槽に移動
した(写真-9).銅育条件は衰1 のとおりとし
FWG コンクリートブ命ロック
自然石 玄武器
写奥“10 4ヵ月後のアラメのガJ茅(平成17年4月)
l2ω2 封Vi遣問別立法区l
た.
4ヵ月後 (H17. 4)の基蝶材FWG，コンク
リートブロック，自然石及び玄武岩に付着したア
ラメの幼芽の状況を写真由10に示す.アラメの成
長度合いが分かるように，基盤材を逆さに持って
撮影した.成長したアラメの長さは各恭盤材どれ
も 10~15cm と変わらず，その本数も変わらなかっ
た.これらの写真から分かるように室内実験では，
基盤材の違いがアラメの成長に影響せず，平成14
邑量制
平線車
写爽-1 実験に服いた試作品の概観と詳細laJ
年に行った現地での比較実験のような顕著な差は
出なかった.現地実験では水温，自光，食害，波
浪及ぴ水流等が基盤材に大きく影響し海藻類の成
長の差に現れたものと思われる.特に流れによる
遊走子の流亡や捕食などの因子が無いため，発泡
蕗ガラスの特長が出なかったものと考えられる.
また，室内実験で，藻場形成の主要種であるアラ
メの幼芽を，人工的に基盤材に生育させることが
可能で、あることが分かつた.
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潜水ことによる設置作業 設置完了
設置i直後 3ヶ丹後(フクロノリのえ寄生)
写事事ー 12 作業内容と設置後3ヶ月 (H18.5)の状況
写蒸 13 15ヵ月後(H19.5)の状況(アラメの若生)
3.実証実験(事成17年)
(1) 蝦暮瀬(ワクドノセ)での実験
平成14，15年に実施した現地実験及び平成16年
に実施した室内実験の成果をもとに，試作した基
盤材を実際の藻場造成箇所に設霞した.設置場所
は佐賀県仮屋湾沖の蝦馨瀬とした(図ω2).蝦暮
j申立は，以前、海藻類がi頼全体に着生していたが，現
夜はi頼東側で海諜の局所的衰退(食害による可能
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性が高い)がみられている.
試作した基盤材は， I!J高30cmX長さ30cmX摩さ 2
cmのセメント燥に約 <Þ 50mmの発泡廃ガラス30~70
獅を約151自動かないように接着国定した(写真ー
11) .基盤材の特徴としては， 3 kg/枚と軽量であ
るため潜水土踏による手作業での施工が可能で、あ
ること，材質はコンクリ…ト及び発泡鹿ガラスか
ら成る.
種苗無し基盤材の有効性の検証を行うために，
写奥ー は さま機材の殺菌状況(左)と主主苗された恭縫材(H18.2 (右))
写真吟15 3ヶ丹後(H18.4) (左)と l年後(H19.5) (右)(アラメの蒲生)
そのままの製品を，水中ボンドにて捨石による藻
場造成箇所に2mX2mの間隔で、設置した (H18.
2) .その作業内容と設置後3ヶ月 (H18. 5) 
の状況を写真“12に示す.作業は，船上で水中ボ
ンドと基盤材を準備し，水中ボンドにより基盤材
を岩礁に接着回定した.
設置3ヵ丹後 (H18. 5) には，フクロノ 1)
の着生が見られ，設置した基盤材のところどころ
にムラサキウニが確認された.写真-13に設置15
ヶ月後(耳目. 5)の状況を示す.設置した基盤
材には，藻場を形成する主要海謀類の着生は少な
かったが，アラメの着生が確認された.
(2) 小友漁港での実験
次に種苗有り基盤材の宥効性の検証を行うため
に，アラメの遊定子を室内水槽で付藷させた (H
17. 12).種萄された基盤材には付着したアラメ
遊定子が2ヶ月で2cm'まど成長した.平成時に
行った室内試験のように15cm程度まで育苗する予
定であったが，育苗水槽の都合により，この段階
で一旦浅瀬に仮置きし (H18. 2)， 1ヶ丹後(H
18. 3)に小友漁港内に設置した.写真ーはは
盤材の種薦状況(左)と 2ヵ月後の種苗された基
盤材(右)の状況である.
浅瀬に仮置きしたときアラメの幼芽の長さが短
すぎたためか，仮鷺きした 1ヶ月のあいだにアラ
メの幼芽が衰退した.その状況のもとで小友漁港
内に設罷した.アラメの幼芽が衰退したにもかか
わらず， 3ヵ月後 (H18.4)には基盤材の一部
にアラメの生育が見られた(写真-15). 1年後(耳
目. 5)の調査時には，調査時期が遅れたものの
アラメが残存しており，周囲にはフクロノリ等が
していた.今後の調査結果を期待したい.
4.まとめ
以上の結果から，発泡廃ガラスは，表面が多孔
質で凹凸形状となっているため，表面積が大きい
ことから初期の海藻の発芽に有効であり，四日に
より又は山部に入った幼芽の巻員等ーからの食害を
抑え，海藻の繁茂に効果があるものと考えられた.
さらに，多孔質である発泡廃ガラスは，海藻胞子
が着生しやすいだけでなく，沿岸生態系における
浅海岩礁域の食物連鎖の底辺を構成する微生物・
低利告研究 NO.17 May 2008一一-17
小動物等の集積もなされるものと考えられ，より
活発な沿岸生態系を創出することが期待される.
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